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京

二
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三
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地

調
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期
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発
掘
機
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京
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文
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調
査
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ー
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る
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う
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き

ょ

う
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南
区
久
世
東
土
川
町
金
井
田
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正
登

左
京
第
三
九
九
次
調
査
　

一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
１

一
〇
月

側
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、　
一
九
九

三
年
度
よ
り
五
年
間
に
わ
た
っ

て
、
中
央
自
動
車
道
西
宮
線

（名
神
高
速
道
路
）
京
都
桂
川

Ｄ

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
建
設
に
伴

立ロ肺
う
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。

鄭
今
回
の
調
査
（Ｂ
‐６
・Ｂ
ｌ７

地
区
）
は
そ
の
最
終
年
度
に
あ

た
る
。

こ
れ
ま
で
の
京
都
桂
川
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
宮
城
東
面
街
区
の
東
三
坊
か
ら
東
四
坊
に
か
け
て
、
都
合
六
町

（長
岡
京

左
京
二
条
三
坊
十
四
町
。
三
条
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坊
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条
四
坊
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・
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町
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1997年出上の木簡

二
条
四
坊
六
町
・
三
条
四
坊
七
町
）
に
わ
た
る
調
査
を
行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

特
に
二
条
三
坊
十
五
町

（旧
呼
称
で
は
南
一
条
三
坊
十
三
町
）
は
、
宅
地
の
大
部

分
が
調
査
対
象
地
と
な
り
、
ほ
ぼ

一
町
全
域
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
調
査
地
は
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
建
設
予
定
地
内
の
南
西
部
に
あ
た

り
、
東
三
坊
大
路
の
東
側
、
二
条
条
間
大
路
と
そ
の
南
北
両
宅
地

（左
京
二
条

四
坊
二
町
と
二
条
四
坊
三
町
）
に
あ
た
る
。
木
簡
二
点
は
、
と
も
に
二
条
条
間
大

路
南
側
滞
か
ら
出
土
し
た
。
二
条
条
間
大
路
南
側
溝
は
長
岡
京
期
に
再
度
掘
削

さ
れ
て
お
り
、
木
簡
は
新
し
く
掘
削
さ
れ
た
側
溝
の
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
①

は
、
ｋ
区
西
端
、
標
高

一
一
。
三
二
〇
ｍ
、
②
は
、
１
区
東
側
、
標
高

一
一
・

三
三
二
ｍ
の
位
置
か
ら
出
土
し
た

（遺
構
図
１
・
２
地
点
）。
他
に
、
底
部
に

「伴
」
と
墨
書
さ
れ
た
杯
Ｂ
が
二
条
条
間
大
路
北
側
溝
ｎ
区
上
層
か
ら
出
上
し

た

（遺
構
図
３
地
占
Ｃ
。
な
お
、
二
条
条
間
大
路
南
側
溝
を
北
辺
と
す
る
二
条
四

坊
三
町
は
、
東
西
三
分
の

一
町
ず
つ
に
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
木
簡
出
土
地
点

に
近
い
東
側
半
分
の
宅
地
に
は
、
長
岡
京
期
の
顕
著
な
遺
構
は
検
出
で
き
な
か

っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

田
②
飾　　　　　　　　　　　　　ｏ

ｒ
Ｈ

Ｈ
日

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｌ

是
是
是
是
是
□
□
是

京
京
京
回
京
京

「
五
十
□

含

］
じ

×

Ｎ
Φ
×

『
　

ｏ
Ｐ
Φ

ｃ

ｅ

×

含

じ

×

伽
　

ｏ
盟

―(1)



⑪
は
、
表
裏
に
そ
れ
ぞ
れ

「是
」
「京
」
字
を

一
列
に
書
い
た
習
書
木
簡
で

あ
る
。
上
端
が
折
損
、
下
端
が
二
次
的
に
キ
リ
オ
リ
の
た
め
原
形
は
不
詳
で
あ

る
が
、
遺
存
部
分
は
短
冊
形
を
呈
す
る
。
「是
」
と

「京
」
と
は
筆
の
大
さ
が

異
な
り
、
あ
る
い
は
別
筆
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「京
」
は
字
の
全
体
が
わ

か
る
も
の
が
少
な
い
が
、
三
字
め
は
字
体
を
変
え
て

「京
」
に
作
り
、
そ
の
四

画
め
の
運
筆
も

一
字
め
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
長
岡
京
跡
左
京
第

一
二
〇
次
調

査
Ｓ
Ｄ

一
二
〇
二
人
で
、
同
じ
よ
う
に

「□
□
　
是
是
是
」
と

一
行
に
習
書
し

た
木
簡
が
出
上
し
て
い
る

（本
誌
第
八
号
）
が
、
本
例
の
方
が
繊
細
な
字
体
で

あ
る
。

②
は
、
上
部
が
圭
頭
を
呈
す
る
木
簡
の
上
端
左
半
と
考
え
ら
れ
る
。
下
端
は

黒
く
焦
げ
て
お
り
、
本
例
は
そ
の
焼
け
残
り
の
部
分
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

野
島
　
水ヽ
・
岩
松
　
保

「名
神
高
速
道
路
関
係
遺
跡
」
（働
京
都
府
埋
蔵
文
化

財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
』
七
八
　
一
九
九
七
年
）

（野
島
　
水ヽ
・
堀
　
大
輔
）

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
集

。
発
行

『長
岡
京
左
京
出
土
木
簡
一
』
織
郵締拠蔵絨靴納冊究Ｊ
の
刊
行

い
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
長
岡
京
跡
の
調
査
で
出
上
し
た

木
簡
の
待
望
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。　
一
九
人
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
長
岡
京
左
京

一
条
三
坊
六

・
十

一
町
で
出
土
し
た
木
簡
を
中
心
に
、
同

研
究
所
設
立
の

一
九
七
六
年
か
ら

一
九
九
二
年
ま
で
の
間
の
一
一
地
点
の

調
査
で
出
土
し
た
木
簡
七
〇
二
点

今
つ
ち
削
暦
≡
二
九
占
じ
を
収
め
る
。

考
察
と
し
て
、
「左
京
第
二
〇
三
次
調
査
出
土
木
簡
の
性
格
」
（橋
本
義

則
）、
「柚

・
木
材
の
漕
逗

・
京
内
の
津
」
（百
瀬
正
恒
）、
「木
簡
の
保
存
処

理
の
方
法
と
問
題
点
」
（岡
田
文
男
）
な
ど
を
併
載
す
る
。

Ａ
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本
文
編
　
一
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〇
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カ
ラ
ー
図
版
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編
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〇
〇
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